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高齢者施設 利用者 の 日常 の 行動特性 を踏ま えた冬季 の 光環境 の 実態
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Abstract： The 　tackles　of 　the　phototherapy　by　hi帥 illumhlance　of 　artificial　light　in　nursing 　homes 　have　been　reported ，

however，　it　is　desirable　to　maintain 　QOL　for　the　aged 血 those　facilities．　T血erefbre ，　in　this　research ，
　the　changes 　ofillum 血ace

along 　the　daily　movement 　of 　the　elderly −people　lived　in　a　nursing 　home　were 　grasped．　A 　fbllow−up 　survey 　of 　the　vertical

illuminance　in　front　of 　the　eyeball 　of 止e　elderly −people　who 　c跚 walk 　wi 血 out 　help　was 　conducted ，　and 山e　dis励 ution　of

herizonta1　illum血跏 ce　at 血e　main 　common 　space 　was 　measured 　in　winter ．　lt　was 　appeared 　that　the　elderly −people　were

exposed 　to　the　horizonta1　illuminance　of　more 　than　2000［lx】．　It　is　possible　for　the　elderly −people　to　have　high−illuminant　light

wi 血out 　depend洫g　on 　a雌i丘cial　lighting　by　appropriate 　daylight　plann血g　of 　rooms 　and 　cornmon 　spaces 　and 　liv血g　programs

in　nursing 　homes．
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要旨 ：高齢者施設 にお い て 高照度光に よ る 光療法に 取 り組む 事例が み られ るが、施設 利 用 者 の QOL が維 持 され る

よ うな施設 計 画 で あ る こ とが 望 ま しい。そ の た め、本 研 究 で は、高 齢者施 設利用 者 の 行動 に 沿 っ た 日 常の 照度変

化 を把 握 し、高齢者施設 にお け る光環 境 計 画 を再 考す る上 で の
一

資料 を提 示 す る もの とす る。横 浜 市郊 外 に位置

する高齢者施設 に おい て 、冬季 に 自立 歩行可能な高齢者の 眼球前 の 鉛直面照度を追跡調査 し、主要 な滞在 ス ペ ー

ス の 水 平面 照 度 分布 を測 定 した。日中に鉛直面 照 度 が 20001x以上 に な る場所 ・行動が観測され、居室方位や行動

特性 に よ っ て 人工 照明に 頼 らず と も高照度光の 暴露が 可能で あ る こ とが 分か っ た。

キー
ワ
ード ：高齢 者 施 設，光 環 境 ，高 齢 者，日 常行 動 ，光 療 法

　　　　　　　　　1 ．は じめ に

　
一

般 的に、睡 眠 、食事、運 動 は 健 康の た め の 重 要 な

要 素 と され て い る が 、概 日 リズ ム を 左 右す る光 環 境 も

健康を形成す る
一

要素と し て 注 目 されて お り、その 代

表 的 な もの に 「光療 法 」 が あ る
注 D

。こ れ は 2，　OOO−

3，　OOOIx の 光を 1’−2 時間暴露す る と い うもの で 、睡 眠

障害 や 季 節性 感 情 障 害 な ど の 治 療 で 効 果 を あ げ る と言

われ て い る （イ ン テ リア 産業協会，1gggi））。し か し 人

工 的な高照 度光 に長 時間 暴 露 され る こ とは 高齢者 に と

っ て 幸せ なの か。自然光 の 中で 健康な生 活 を送れ る方

が 望 ま しく、日常 生 活 の 工 夫 で そ れ に 準 ず る光 の 暴露

量 を得 られ る方 が QOL の 向 上 に っ な が る と思 われ る。

ま た、高齢者施設計画や高齢者 の い る
一

般家庭 に お け

る 暴 露 状 況 を計 測 した 光 環 境 の 研 究 は み られ る が （土

井正 ，20032））、高齢者施設 に お い て 入 居 者 の 行動特性

を踏 ま え た光環境 の 実態は 明 らか に され て い な い 。

　そ こ で 、本研究 で は 高齢者施設 入 居 者 の 行 動 に 沿 っ

た 日 常の 照 度変 化 を把 握 し て 、高齢者 が健康的な生 活

を送れ る 光 環境 計 画 の 基礎資料を 得 る こ とを 目指す。

　　　　　　　　 2 ．研究方法

（1）施設 ：本研 究 で は 、全方位 に居 室 が あ り、様 々 な

介護 レ ベ ル の 入 居 者 が い る 点 か ら、横 浜 市 郊 外 の 養護

老 人ホ
ーム H （延 べ 床面 積 6686   、定員 70名 〉 を調 査

対 象 と した 。 同施 設 は 特 別 養護 （以下特養） も併設 さ

れ て い るが 、事前調査 の 結果を踏ま え、自立 して 行 動

で き る養護 入 居者 を 追跡調査 対象 と した 。

（2）被験者 ：事 前 調査 か ら、行動特性を 「屋外滞在型 」

「屋内共有ス ペ ー
ス 滞在型」 「自室型 」 に分 類 し、そ れ

に 対 応 した養 護入 居 者 4名（男女各 2名、平 均年 齢 79．75

歳、入 居者 C は 白内 障 ） を 選 定 した （表 D 。

（3）調査方法 ：8 ：00− 18：00 の 行動に 沿 っ た 照 度 を計
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測 した。終 日 メ ラ トニ ン 分泌 は 目か らの 受光 で 抑制 さ

れ るの で、眼球 前 鉛 直面 照 度 を計 測 し （土 井 正，20032り、

10秒間隔で 自動記録 と し た。滞在 が 集中する集会室 で

は水 平面 照 度分布 を 1時 間お きに計測 した。

　　　　　　　　 3 ，結果 と考察

　 図 1 に 主 な 滞在場所 が異 な り、平均照度や最 大 照度

の 差が 大きか っ た屋外滞在型 の 入 居 者 B と 自室滞在型

の 入居者 D を 比 較 し た。最大照度 は 、入 居者 B が

95，1501x 、入 居 者 D が 6，7641x 。北 部 屋 で も屋 外 滞 在 時

間が 長 い と い う行動特性 に よ っ て 高照 度光 の 暴 露 は 可

能 だ と分か っ た （図 2）。また、入 居者 C は 17，6分、入

居者 D は 52．8 分、自室 で 2，0001x を超 え る光 に暴 露 さ

れ て い た。自室 で は 日 中に 照明 を 点灯 し な い た め 昼 光

が影 響す る 。 自室 滞在 型 で も部屋 の 方 位 に よ っ て は 高

照度の 昼 光 に暴露可 能 と言 え る。同
一

階 ・方位 の 部屋

で あ っ て も入 居者 C、D で は 自室 最大照度 に 2，　6eolx の

差 が 生 じ た （図 3）。こ れ は障 子 の 開 閉や 、自室 内 で の

滞在 位置 ・向 き に よっ て 生 じ る 差 と推察す る。ヒ ア リ

ン グに よ る と 自室 内 で の 主 な 行 動 は テ レ ビ の 視聴 や 昼

寝 な の で 、ベ
ッ ドの 向きやテ レ ビ の 配置を変更 し、室

内の 滞在位 置 ・向 き を 変え れ ば 、室 内 で の 光の 暴 露 量

を 大幅 に 増や せ る の で は な い か と考察す る。ま た 、集

会場 の 水 平面照度分布 の 提示観測結果等 か ら、集会場

や動線 と なる廊 下 の 照 明 と採光 の 改 善 が利 用 者の 光 環

境 に 多 くの 影 響 を及 ぼす こ とが 確認 され た。

　　　　　　　　　 4 ．まとめ

　 本 研 究 で行 動 に 沿 っ た 光 の 暴 露 実 態 が 把 握 で き、光

療法 で 必 要 と され る 2，　eOO− 3，　OOOIx の 光を 1− 2 時間

暴露 され る可 能性 の あ る入 居 者 が存在 し、人 工 光 に頼

らず と も行 動 特 性 に よ っ て 高照 度光 に 暴 露され る こ と

が可 能 で あ る こ とが 確認 で き た。既往研 究 に な ら い 照

度 の み を計測 し考察 した が、今後光 の ス ペ ク トル や 輝

度 に つ い て も把握す る こ とが 求 め られ る。また、冬季

以外 の 光環境 の 実態 も明 らか に し、よ り汎用性の 高 い

資 料 を得 る こ とが課 題 で あ る。
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図 2 入居者の 滞在場所別　　　図 3
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図 1 冬 季 晴天 日の 屋 外 滞在型 入 居 者 B と 自室滞在型入 居者 Dの 行動に 沿 っ た 鉛直面 照 度の 比 較
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